
 

 

令和８年度 

危機管理マニュアル 

 

（生徒・保護者版） 

 

 

 

【令和８年９月改訂】 

静岡県立掛川東高等学校 



1 

 

１ 学校の状況 

◎地域・学校・生徒の現状 

区分 項目 内容 

所在地特徴 住所 掛川市南西郷 1357番地 

海抜 54.7ｍ 

海岸からの距離 約 10km 

近隣の河川 逆川 

周辺の地形 掛川市は静岡県西部に位置し、牧之原台地の西に位置する。

南北に約 30km、東西に約 16kmの距離がある。掛川駅を

中心に市街地が広がり、国道 1号線や東名高速道路が通過

する。中心市街地は周囲を山に囲まれた地形とやや内陸に

入った場所にある。 

被害想定 最大震度 震度６強（南海トラフ基本ケース） 

津波浸水 － 

液状化 － 

土砂災害（警戒区域等の指定） 警戒区域（急傾斜地の崩壊）が隣接 

洪水浸水（想定区域等の指定） － 

原子力発電所との位置関係 UPZの区域内  ＊UPZ：緊急時防護措置を準備する区域 

火山避難対象エリア － 

その他の災害 － 

生徒数 １年（２１０人）  ２年（２０７人）  ３年（２０８人） 

津波浸水エリア内居住生徒数 42人（浜岡・大浜・大須賀・浅羽・福田中学校区） 

ＵＰＺ・ＰＡＺ内居住生徒数 
483人（掛川市、菊川市、牧之原市、袋井市、磐田市）、 

30人（御前崎市） 

火山避難エリア内居住生徒数 なし 

通学方法（人） 
自転車 ＪＲ 

天竜 

浜名湖 

鉄道 

路線 

バス 

スクー

ルバス 
送迎 その他 

232 188  115  74 16 

災害時に支援を要する 

生徒等 

・アレルギー（エピペン所持） 

・既往症（てんかん、喘息、アトピー等） 

・配慮が必要な生徒 

避難所指定 指定避難場所 指定されている 

指定避難所 
指定されている（下俣区・久保区・亀の甲区・神代地区・

結縁寺区・県営掛川団地） 

福祉避難所 指定されていない 
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２ 教育活動の実施基準 

◎地震発生時・南海トラフ地震臨時情報発表時の教育活動実施基準 

状況 教育活動実施基準 

地震 

学校が所在する地域で震度４以下の地震

が発生したとき 

＜登校前・登校時＞ 

□ 通常授業、ただし状況に応じて休校 

＜在校時＞ 

□ 通常授業、ただし状況に応じて授業中止 

学校が所在する地域で震度５弱以上の地

震が発生したとき 

＜登校前・登校時＞ 

□ 休校   

＜在校時＞ 

□ ただちに教育活動を中止 

 
南海トラフ地震 

臨時情報 

調査中 □ 原則通常授業 

巨大地震注意 □ 原則通常授業 

巨大地震警戒 

事前避難対象地域に

位置する学校 

※下記ＵＲＬ参照 

＜登校前・登校時＞ 

□ 休校   

＜在校時＞ 

□ ただちに教育活動中止 

（1週間程度の休校） 

調査終了 □ 原則通常授業 

※学校、生徒の実状及び周辺の状況を踏まえて検討する。 

※事前避難対象地域については、以下の静岡県ＨＰから確認する 

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/nankaitorafu/1035947.html 

 

◎津波警報・注意報発表時の教育活動実施基準 

※学校、生徒の実状及び周辺の状況を踏まえて検討する。 

 

 

注意報・警報 教育活動実施基準 

津波注意報 

＜登校前・登校時＞ 

□ 通常授業、ただし状況に応じて休校 

＜在校時＞ 

□ 通常授業、ただし状況に応じて授業中止 

□ 沿岸部での活動は中止 

津波警報 ＜登校前・登校時＞ 

□ 休校 

＜在校時＞ 

□ ただちに教育活動を中止 

大津波警報 

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/nankaitorafu/1035947.html
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◎気象警報・注意報発表時の教育活動実施基準 

情報 授業 対応 

注意報 

強風 

大雨 

氾濫 

土砂災害 

通常授業 
□ 安全を確認した上で登下校 

（確認できない場合は学校に連絡の上、自宅待機） 

警報 

暴風 授業中止 

□ 午前６時の時点で掛川市または居住市町に警報が発表されている

場合は、午前11時まで自宅で待機 

□ 午前11時の時点で警報が解除されていない場合は「１日休校」 

□ 午前11時の時点で警報が解除されている場合は、安全を確認した

上で、午後の授業に間に合うように登校 

（確認できない場合は学校に連絡の上、自宅待機） 

大雨 

氾濫 

土砂災害 

通常授業 

又は 

授業中止 

□ 安全を確認した上で登下校 

□ 市町等から出される避難情報に留意し、安全を確保できない場合

は自宅待機又は学校での留め置き、休校 

その他 

気象警報 

通常授業 

又は 

授業中止 

□ 安全を確認した上で登下校 

（確認できない場合は学校に連絡の上、自宅待機） 

□ 市町等から出される避難情報に留意し、安全を確保できない場合

は自宅待機又は学校での留め置き、休校 

※学校、生徒の実状（通学範囲等）及び周辺の状況（立地状況、公共交通機関の状況等）を踏まえ、 

生徒の安全を最優先にした柔軟な対応を行う。 

※気象庁や市町から発表される情報（警戒レベル）を考慮する。 

 

◎原子力災害発生時の教育活動実施基準 

 警戒事態 施設敷地緊急事態 全面緊急事態 

ＵＰＺ内学校 

＜登校前・登校時＞ 

□ 休校 

＜在校時＞ 

□ ただちに教育活動を中止 

＜登校前・登校時＞ 

□ 休校 

＜在校時＞ 

□ ただちに教育活動を中止 

＜登校前・登校時＞ 

□ 休校 

＜在校時＞ 

□ ただちに教育活動を中止 
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◎特別警報発表時の教育活動実施基準 

種類 対応 

気象等 

県内全域又は学校所在地の

市町に特別警報が発表され

た場合 

特別警報が解除され、且つ安全が確認されるまで、原則とし

て教育活動は中止し、生徒及び教職員の安全確保を徹底す

る。 

学校所在地以外の県内市町

に特別警報が発表された場

合 

学校が所在する市町に対し、特別警報が発表されていない場

合であっても、生徒の居住地や通学状況等に十分配慮した上

で、教育活動の実施について適切に判断する。 

津波 大津波警報発表時の対応とする。 

地震動 緊急地震速報発表時の対応とする。 

（対応方針） 

・「特別警報」は、「警報」の発表基準をはるかに超える数十年に一度の大災害が起こると予想される場合に

発表され、対象地域の住民に対して最大限の警戒を呼びかけるものであることから、学校においても生徒

及び保護者に対し、「命を守る行動」を最優先するよう指導・周知する。 

・生徒の帰宅又は保護者への引渡しについては、特別警報が解除された後に行う。その際、公共交通機関、

道路及び生徒の居住地等の安全を確認のうえ帰宅させ、帰宅困難な生徒がいる場合には学校で待機させる

等の対応をとる。 
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３ 熱中症の防止対策及び発生時の対応 

暑さ 

指数 

(WBG

T) 

湿球 

温度 

（注１） 

乾球 

温度 

（注１） 

注意すべき 

生活活動の 

目安（注２） 

日常生活に 

おける注意 

事項（注２） 

熱中症予防運動指針（注１） 本校の対応 

31℃ 

以上 

27℃ 

以上 

35℃ 

以上 

すべての生

活活動で起

こる危険性 

高齢者においては安静

状態でも発生する危険

性が大きい。外出はな

るべく避け、涼しい室

内に移動する。 

運動は原則中止 

特別の場合以外は運動を中止する。 

特に子供の場合には中止すべき。 

運動は 

原則中止 

＊特別の場合

であっても原

則中止 

28～

31℃ 

（注３） 

24～

27℃ 

31～

35℃ 

外出時は炎天下を避

け、室内では室温の上

昇に注意する。 

厳重警戒（激しい運動は中止） 

熱中症の危険性が高いので、激しい運動や持久走

など体温が上昇しやすい運動は避ける。 

10～20分おきに休憩を取り、水分・塩分の補給

を行う。 

暑さに弱い人（注４）は運動を軽減又は中止。 

激しい運動は

中止 

＊指針参照 

25～

28℃ 

21～

24℃ 

28～

31℃ 

中等度以上

の生活活動

で起こる危

険性 

運動や激しい作業をす

る際は、定期的に充分

に休息を取り入れる。 

警戒（積極的に休憩） 

熱中症の危険が増すので、積極的に休憩を取り、

適宜、水分・塩分を補給する。 

激しい運動では、30分おきくらいに休憩を取る。 

積極的に休憩 

＊指針参照 

21～

25℃ 

18～

21℃ 

24～

28℃ 

強い生活活

動で起こる

危険性 

一般に危険性は少ない

が、激しい運動や重労

働時には発生する危険

性がある。 

注意（積極的に水分補給） 

熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。 

熱中症の兆候に注意するとともに、運動の合間に

積極的に水分・塩分を補給する。 

注意 

＊指針参照 

21℃ 

以下 

18℃ 

以下 

24℃ 

以下 

  ほぼ安全（適宜水分補給） 

通常は熱中症の危険は小さいが、適宜水分・塩分

の補給は必要である。 

市民マラソンなどでは、この条件でも熱中症が発

生するので注意。 

 

 
(注１) 公益財団法人日本スポーツ協会「熱中症予防運動指針」より。 

 同指針補足 ＊乾球温度(気温)を用いる場合には湿度に注意する。湿度が高ければ１ランク厳しい環境条件の運動指針を適用。 

       ＊熱中症の発症リスクは個人差が大きく、運動強度も大きく関係する。運動指針は平均的な目安であり、スポー 
ツ現場では個人差や競技特性に配慮する。 

(注２) 日本生気象学会「日常生活における熱中症予防指針 Ver.3」(2013)より。 

(注３) 28〜31℃は、28℃以上 31℃未満を示す。以下同様。 
(注４) 暑さに弱い人：体力の低い人、肥満の人や暑さに慣れていない人など。 
 

環境省熱中症予防情報サイト https://www.wbgt.env.go.jp/wbgt.php 
公益財団法人日本スポーツ協会「熱中症予防運動指針」 https://www.japan-sports.or.jp/medicine/heatstroke/tabid922.html 
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●生徒に対する熱中症に関する指導 

 校長は、各教職員に指示して、生徒に対し以下の指導を行うことにより熱中症の未然防止に努める。 

 

熱中症の応急処置フロー 

 

 

出典：独立行政法人日本スポーツ振興センター、令和２年度スポーツ庁委託事業 学校における体育活動での事故防

止対策推進事業「スポーツ事故対応ハンドブック（フローチャート編）」（令和２年 12月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 暑い日には帽子を着用する、薄着になる、運動するときにはこまめに水分を補給し、休憩を取るなど、熱

中症防止のための対応をとること。 

□ 暑い日の運動前は、自らの体調が確認できるような表を用意する等、生徒の体調管理に努めること。 

□ 気分が悪い、頭が痛いなど、体調に異変を感じた場合には、躊躇なく申し出ること。 
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４ 不審者侵入事案の対応 

（１）校門及び校舎入口の管理 

通常授業日の校門管理は、以下を基本とする。校長は、各学級担任を通じ、これを生徒及び保護者に周知す

るとともに、登下校時間の遵守を生徒に徹底させる。 

時間 生徒・教職員 来校者・保護者 

登校時間 

７時 00分～8時 25分 

□ 生徒は正門、南・西通用口から登校す

る。 

□ 施錠担当教職員が、校舎出入口を７時

に解錠する。 

□正門、南・西通用口を使

って出入りする。 

授業中 □ 生徒・教職員ともに正門、南・西通用口

を使って出入りする。 

下校時間 

＊曜日・学年により異なる 

□ 進路室横の通用口より出入りする 

下校時間後 □ 施錠担当教職員が、校舎出入口を施錠

する。 

（２）来校者の管理 

校長は、全教職員への指示・周知を通じて、下記の来校者対策を徹底し、不審者侵入に万全の対策を取るよ

う努める。 

（３）巡視・巡回 

校内巡視 □ 通常授業日は、随時教職員や技能員が校内の巡視を行う。 

校外の巡

視・巡回 

□ 登下校時の巡視    

□ 通学路の合同点検    

□ 校区内パトロール    

□ 地域見守り 
「こども110番の家」「こども110番の店」の住民・店舗の協力を得て、

登下校時の生徒の見守り活動を実施する。 

防止段階 具体的な方策 

校門 来客の誘導・表示等 

校門から校舎入口 通行場所の指定、死角の排除等 

校舎への入口 入口や受付場所の指定、受付にて来校者の確認等 

□ 来校者向けに、校庭門及び正門に「来校者の方は正門横通用口から事務室受付へおいでください」の案 

内を掲示する。 

□ 事務室受付にて、一般来校者には来校者受付票、保護者には保護者受付票に記入を求める。 

□ 一般来校者には来校者用の名札を１人１つ配付し、首から下げるよう求める。 

□ 保護者には、年度初めに送迎に関するルールを周知する。また、保護者の自家用車による敷地内への出入

りは原則禁止とする。 

□ 教職員は、学校を管理する立場にあるという心構えをもって、来校者とすれ違った際には来校者用の名札

を確認し、積極的に挨拶・声掛けをするよう心がける。 
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５ 登下校時の不審者事案 
 

（１）第一報による対応の判断 

校長は、登下校中の生徒等への危害行為や、学校近隣における不審者の発生など犯罪被害につながる可能性

のある事案の発生に関する情報を得た場合、その概要を把握するとともに、緊急対応が必要かどうかを判断す

る。 

※ 緊急対応が必要な事態（例）：以下のような状況が継続している場合 

＊ 凶器を持った不審者が通学路の近くをうろついている。 

＊ 登下校中の生徒が不審者に襲われケガをした。 

＊ 不審者が登下校中の生徒に声を掛け連れ去ろうとした。 

＊ 登下校中の生徒が金品を奪われた。 

＊ 校区内や周辺で凶悪な犯罪が発生し、解決（犯人確保）されていない。 

＊ その他、学校近隣において生徒が犯罪被害を受ける可能性がある。 

 

（２）ケース別の生徒・教職員の対応 

校長は、上記により緊急対応が必要と判断した場合、以下の対応を基本として、教職員に必要な対応等

を指示する。なお、すべてのケースにおいて、保護者に対し一斉メールを通じて速やかに情報提供・注意

喚起・引取り依頼等を行う。また、登下校中の時間帯に発生した場合は、掛川市防災担当部局に依頼して、

防災行政無線を用いた生徒への連絡を行う。 

ケース 発生時間帯 生徒 教職員 

通学路上で生徒が襲わ

れた 

※金品を奪われた、襲わ

れてケガをした等 

登下校中 

自宅、学校、付近の「こども 110

番の家」や事業所等（以下「最

寄り避難先」とする）のうち、

最も近いところへ避難 

学校に残る（又は避難した）生

徒は学校待機→保護者引渡し 

⚫ 被災生徒の居場所へ急行（学級

担任） 

⚫ （未通報の場合）110番通報等 

⚫ 通学路の巡回 

校区内に加害行為のお

それが高い不審者等が

いる 

※校区内で、刃物等の凶

器を所持した不審者が

発生し、身柄確保がで

きていない場合等 

登校前 自宅待機 
⚫ 学校にて待機・対応 

⚫ 必要に応じて通学路の巡回 在校中 学校待機→保護者引渡し 

登下校中 

自宅、学校、最寄り避難先のう

ち最も近いところへ避難 

学校に残る（又は避難した）生

徒は学校待機→保護者引渡し 

⚫ 教職員の安全確保を優先しつ

つ、可能な場合は複数体制をと

って通学路の巡回 

校区内にその他の不審

者等がいる 

※校区内で、不審者によ

る声掛け事案等が発生

した直後等 

登校前 集団登校（又は保護者送迎） 
⚫ 学校にて待機・対応 

⚫ 必要に応じて通学路の巡回 

在校中 集団下校 

⚫ 必要に応じて通学路の巡回 
登下校中 

自宅・学校のうち近い方へ避難 

学校に残る生徒は集団下校 
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６ 情報の収集方法                                 

災害関連情報 

（ＮＨＫ） 

台風情報 

（気象庁） 

警報・注意報 

（気象庁） 

土砂災害危険度分布 

（気象庁） 

 

 

 

 

 

   

洪水危険度分布 

（気象庁） 

浸水害危険度分布 

（気象庁） 

雨量情報 

（静岡県土木防災情報） 

キキクル 

（気象庁） 

    

静岡県ＧＩＳ 

（静岡県） 

重ねるハザードマップ 

（国土地理院） 

運行状況 

（ＪＲ東海） 

静岡県総合防災アプリ 

（静岡県） 

   

 

富士山ハザードマップ 雷ナウキャスト  
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７ 風水害対策 

 

●気象に関する特別警報・警報・注意報の種類（市町単位で発表） 

区分 種類 

特別警報 大雨／暴風／氾濫／土砂災害／暴風雪／大雪／波浪／高潮 

警  報 大雨／氾濫／土砂災害／暴風／暴風雪／大雪／波浪／高潮 

注 意 報 
大雨／氾濫／土砂災害／強風／風雪／大雪／波浪／高潮／雷／融雪／濃霧／乾燥／ 

なだれ／低温／霜／着氷／着雪 

 

●その他重要な気象に関する情報 

情報 内容 

気象解説情報 

(台風第○号) 

台風が発生したときや台風が日本に影響を及ぼすおそれがあるとき、又は既に影響を及ぼし

ているときに発表 

気象防災速報 

(記録的 

短時間大雨) 

大雨警報発表中に、数年に一度程度しか発生しないような猛烈な短時間の雨量（静岡県内で

は１時間雨量110㍉以上）を観測したり、解析したりしたときに発表 

気象防災速報 

(竜巻注意/ 

竜巻目撃) 

積乱雲の下で発生する竜巻、ダウンバースト等による激しい突風に対して注意を呼びかける

情報で、雷注意報が発表されている状況下において、竜巻等の激しい突風の発生する可能性

が高まったときに発表 

気象防災速報 

(線状降水帯発生) 

大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で線状の降水帯により非常に激しい雨

が同じ場所で実際に降り続いている状況を「線状降水帯」という用語により解説する情報 

 

●波浪・高潮 

波浪警報・注意報 高潮警報・注意報 

□ 高い波によって重大な災害が生じる可能性がある 

と予想された場合に発表 

□ 「波浪」とは風によって生じる波 

□ 海岸沿いを移動する際には高波に注意する（海岸 

に近づかなければ比較的安全） 

□ 高波はその場の天気や風の強さに関わらず生じる

ため、天気が良くても「波浪警報」が出ている場

合は警戒が必要 

□ 台風や低気圧による異常な海面の上昇により、重

大な災害が生じる可能性があると予想された場合

に発表 

□ 「高潮」は津波と同じく海面全体の水位が上昇する

現象 

□ 水位が想定以上に高くなると、防潮堤を乗り越え 

て大規模な浸水被害をもたらす（避難が必要な 

場合もある） 
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「命を守るために知ってほしい特別警報」（気象庁） 

   

警報の発表基準をはるかに超える大雨等により、重大な災害の起こるおそれが著しく高まっている 

 場合に、気象に関する特別警報を発表します。 

● 気象に関する特別警報の発表基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表中の「数十年に一度」の現象に相当する降水量等の客観的な指標は気象庁ＨＰで公表しています。 

 

● 大津波警報や噴火警報（居住地域）、緊急地震速報（震度６弱以上、長周期地震動階級４）を特 

  別警報に位置づけます 

 

 

 

 

 

 

 

 

  噴火警戒レベルを運用している火山では「噴火警報（居住地域）」（噴火レベル４又は５）を、 噴火警 

戒レベルを運用していない火山では「噴火警報（居住地域）」（キーワード：居住地域厳重警戒）を特別警 

報に位置づけています。 
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「雨と風」（気象庁） 
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「雨と風」（気象庁） 
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令和３年５月20日から避難指示で必ず避難、避難勧告は廃止です（内閣府・消防庁） 
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「教職員のための危機対応ＢＯＯＫ」（静岡県教育委員会） 
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８ 南海トラフ地震対策 
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◎南海トラフ地震臨時情報発表時の学校対応の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南海トラフの想定地震震源域又はその周辺で 

Ｍ6.8以上の地震が発生 

発生から５分～30分後 

南海トラフ地震臨時情報（調査中） 

□ 通常の活動を継続 

□ 情報収集 

発生地震がＭ8.0 

以上の場合（※１） 
それ以外 

発生地震がＭ7.0 

以上の場合（※２） 

スロースリップの 

場合（※３） 

南海トラフ地震 

臨時情報 

（巨大地震警戒） 

南海トラフ地震臨時情報 

（巨大地震注意） 

南海トラフ地震 

臨時情報 

（調査終了） 

・事前避難地域対象校 

□ 地震への備えの再確認 

□ １週間程度の休校 

・上記以外の学校 

□ 原則通常授業 

□ 地震への備えの再確認 

・全学校 

□ 原則通常授業 

□ 地震への備えの再確認 

・事前避難地域対象校 

□ 原則通常授業 

□ 地震への備えの再確認 

・上記以外の学校 

□ 通常の生活 

・事前避難地域対象校 

□ 通常の生活 

・大規模災害が起きる可能性がなく

なったわけではないことに留意 

 に留意 

発
生
か
ら
２
時
間
程
度 

２
時
間
程
度
～
１
週
間
（
※
４
） 

□ 通常の生活 

・大規模災害が起きる可

能性がなくなったわけ 

ではないことに留意 

 

 
（※１） 

想定震源域のプレート境界でＭ8.0

以上の地震が発生 

（※２） 

想定震源域、又はその周辺でＭ7.0

以上の地震が発生（ただし、プレー

ト境界のＭ8.0以上の地震を除く） 

（※３） 

 住民が揺れを感じることがない、プ

レート 境界面のゆっくりとした

ずれによる地殻変動を観測した場

合など 

（※４） 

 スロースリップが観測された場合

は、それがおさまったと評価される

まで 

１
週
間
～
２
週
間 

□ 通常の生活 

・大規模災害が起きる可能性

がなくなったわけ ではな

いことに留意 

 

 

２
週
間
～ 

南海トラフの想定地震震源域のプレート境界面で 

通常とは異なる 

スロースリップが発生した可能性 



21 

 

９ 原子力災害対策 

 

「原子力防災のしおり 平成30年10月」（静岡県） 
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（学校の場合） 

□ 教室等の全ての窓やカーテンを閉め、換気扇等を止める。 

□ 避難等に備え、マスク配布の準備をする。 

□ 長時間の屋内退避においては、特に体調や気持ちの変化に配慮する。 

□ 自治体等からの指示に迅速に対応できるよう、身支度を整えさせる。 

□ 今後の動きや留意点（保護者への引渡し・避難・家族との合流、防護対策 等）を児童生徒に説明する。 

□ 一斉メール等を活用し、学校の対応（屋内退避）等について保護者に連絡する。 
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●浜岡地域原子力災害広域避難計画（避難元市町ごとの避難先） 

 
PA

Z 

UP

Z 

避難先１ 

原子力災害が単独で発生した場合等 

避難先２ 

 大規模地震との複合災害等で、 

避難先１に避難できない場合 

御前崎市 ○  静岡県内（浜松市） 長野県（松本地域、北アルプス地域、長

野地域、北信地域）※ 

牧之原市 △  山梨県（甲斐市、中央市、南アルプス市、

昭和町、市川三郷町） 

長野県（佐久地域、上田地域）※ 

 △ 山梨県（甲府市、笛吹市、甲州市、山梨

市、北杜市、富士吉田市、都留市、大月

市、上野原市、韮崎市、富士河口湖町、

富士川町、身延町、南部町） 

群馬県（高崎市、沼田市、渋川市、藤岡

市、富岡市、安中市、榛東村、吉岡町、

下仁田町、甘楽町、玉村町） 

島田市  △ 静岡県内（静岡市、川根本町、富士市、

沼津市、長泉町、清水町、函南町、伊豆

の国市、伊豆市、下田市、東伊豆町、河

津町、松崎町、西伊豆町、南伊豆町） 

東京都（特別区、市町村（島しょ部を除

く）） 

藤枝市  △ 
神奈川県（全 33市町村） 

埼玉県（全 63市町村） 
焼津市  ○ 

静岡県内（三島市、裾野市、御殿場市、

小山町、熱海市、伊東市） 

吉田町  ○ 静岡県内（静岡市、富士宮市） 群馬県（前橋市、伊勢崎市、太田市、桐

生市、みどり市） 

菊川市  ○ 静岡県内（浜松市、湖西市） 

愛知県（豊橋市、田原市） 

富山県（高岡市、氷見市、砺波市、小矢

部市） 

掛川市  ○ 愛知県（岡崎市、碧南市、刈谷市、安城

市、西尾市、知立市、高浜市、幸田町、

豊田市、みよし市、新城市、設楽町、東

栄町、豊根村、豊川市、蒲郡市） 

富山県（富山市、魚津市、滑川市、黒部

市、南砺市、射水市、上市町、立山町、

入善町、朝日町、舟橋村） 

袋井市  ○ 三重県（全29市町） 

 

福井県（福井市、大野市、勝山市、鯖江

市、あわら市、越前市、坂井市、永平寺

町、池田町、南越前町、越前町） 

磐田市  △ 岐阜県（全 42市町） 石川県（金沢市、小松市、加賀市、白山

市、能美市、野々市市、川北町、津幡町、

内灘町） 

森町  △ 静岡県内（森町内） 静岡県内（森町内） 

○：市町全域がＰＡＺ又はＵＰＺ対象範囲 

△：市内の一部がＰＡＺ又はＵＰＺ対象範囲 

 



26 

 

●学校等の避難フロー（ＰＡＺ・ＵＰＺ共通） 

 

●原子力施設において異常な事態が発生した場合に備えた学校の対応 

◎ＰＡＺ又はＵＰＺ圏内から通学している生徒への対応 

事前の準備 

□ 原子力発電所のある地域から通学している生徒がいる場合は名簿を作成し、原子力災

害発生時の対応について、保護者と共通理解を図るとともに、連絡が取れる体制を整

えておく。 

原子力施設にお

いて異常な事態

が発生した場合 

□ 災害発生状況を把握し、当該生徒に正確な情報を伝える。 

□ 原子力災害の場合、自家用車避難を原則とすることから、保護者と生徒が可能な限り

一緒に行動できるよう下校又は引渡しの時期を判断する。 

□ 下校又は保護者への引渡しができない場合は、学校で待機させ、教職員とともに行動 

する。 

 

◎ＵＰＺ内の学校における対応 

ＵＰＺ内の学校は、放射性物質が漏洩した場合、自治体の指示に従い、生徒を引率して避難することも

ありうるため、可能な限りそれ以前の段階での下校又は引渡しがなされるよう努めること。 

 警戒事態 
施設敷地緊急事態 

（屋内退避準備） 

全面緊急事態 

（屋内退避） 

学校がただちに

取るべき対応 

□ ただちに教育活動を中止 

□ 学校の対応を保護者に連

絡 

□ 下校又は引渡し 

□ 上記の対応を教育委員会

に連絡 

□ ただちに教育活動を中止 

□ 屋内退避準備 

□ 学校の対応を保護者に連

絡 

□ 下校又は屋内での引渡し 

□ 上記の対応を教育委員会

に連絡 

□ ただちに教育活動を中止 

□ 屋内退避 

□ 学校の対応を保護者に連

絡 

□ 屋内での引渡し 

□ 上記の対応を教育委員会

に連絡 

下校又は引渡し

ができない生徒

への対応 

□ 学校等に留め置き 

 

□ 学校等の屋内に留め置き 

 

□ 学校等の屋内に留め置き 
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10 Jアラート警報時の対応                                

 

●全国瞬時警報システム（Ｊアラート） 

  緊急地震速報や津波警報、弾道ミサイル情報など、対処に時間的余裕のない事態に関する情報をスマ

ートフォン等に配信される緊急速報メール、市町村防災行政無線等により、国から住民まで緊急情報を

瞬時に伝えるシステム。 

 

◎具体的対応 

１ 事前の対応 

□ マニュアルの見直し・整備（教育活動の中止基準の明確化 等） 

例）Ｊアラートにより緊急情報が発信された場合は１校時を休講とする 

□ 学校環境の安全点検及び整理整頓 

□ 生徒・保護者・教職員によるＪアラート警報時の対応策の共通理解 

□ 避難訓練の実施 

２ 事後の対応 

Ｊアラートによる緊急情報（ミサイル発射）の発信時 

始業前 □ 生徒に対し、避難や自宅待機を指示 

□ 休校、短縮授業の措置を取る場合は、その旨連絡するとともに教育委員会に報告 

□ 避難行動 

・出勤前の場合は自宅待機 

・出勤途上の場合は、近くの建物や地下に避難するか、近くに建物等がない場合は地面に伏せ

頭部等を守る 

・出勤後の場合は、校内にいる生徒へ避難を指示するとともに自らも避難 

□ テレビやラジオ、スマートフォン等での情報収集 

在校中 □ 授業を中止し、生徒に避難行動を指示 

・屋外にいる場合は、校舎等の建物内に生徒を避難 

・屋内にいる場合は、室内を密閉し、できる限り窓から離れる 

□ テレビやラジオ、スマートフォン等での情報収集 

放課後 □ 校内に生徒がいる場合は、屋内避難 

□ 部活動等を行っている場合は中止 

□ テレビやラジオ、スマートフォン等での情報収集 

Ｊアラートによる緊急情報（ミサイル通過＝影響がない場合）の発信時 

始業前 □ 生徒に対し、避難や自宅待機の解除を通知 

□ 避難行動をやめ、出勤 

□ 引き続き、情報収集 

在校中 □ 避難行動をやめるよう生徒に指示し、授業を再開 

□ 引き続き、情報収集 

放課後 □ 避難行動をやめるよう生徒に指示 
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□ 部活動等の再開の判断をし、生徒に伝達 

□ 引き続き、情報収集 

Ｊアラートによる緊急情報（ミサイル落下＝影響がある場合）の発信時 

全時間帯 □ 生徒の安全を最優先し、避難指示をするとともに自らも避難行動 

□ 屋外にいる場合は、口と鼻をハンカチ等で覆い、密閉性の高い屋内又は風上へ避難 

□ 引き続き、情報収集 

□ 自治体から指示があった場合は、指示に従って行動 
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（参考）対応の全体的な流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）警報時の対応について
～学校の対応編～

• 教育活動を中止し、児童生徒を速やかに屋内（校舎等）に避難させる

• 屋内（校舎、寄宿舎等）にいる場合は、爆風により窓ガラス等が吹き飛ぶおそれがあ
るため、できる限り窓から離れさせる

児童生徒在校時

• 登校前の児童生徒は、自宅待機させる（事前指導）

• 授業開始を遅らせる等の措置を取り、児童生徒、保護者に通知する

始業前

• 安全が確認でき次第避難行動をやめ、教育活動等を再開する

• 引き続き、テレビやラジオ、インターネット等で情報を収集する

ミサイルが通過した場合

事前対応

ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
場
合

• 課外活動（部活動等）を行っている場合は中止し、児童生徒を屋内（校舎等）に避難さ
せる

放課後（児童生徒が残っている場合）

• 「全国瞬時警報システム（Ｊアラート）警報時の対応について～行動編～」等を参考に、

児童生徒に対しJアラート警報時の行動や体勢等を指導する

• Ｊアラート警報時の行動、学校の対応について、保護者に周知する

授業中断等の判断について（参考）

ミサイルの発射条件によっては、極めて短時間（1,600ｋｍほどの距離を約10分）で飛来することが予想されるため、中
断や登校時間を遅らせる等については速やかな判断が求められる。

静岡県教育委員会

• 登下校中の児童生徒は近くの建物に避難させる（事前指導）

• 電車やバス（乗合バス）に乗車している場合は、事業者の指示に従う（事前指導）

• スクールバス乗車中の場合は、バスを降り近くの建物に避難するか、バスに乗車した
まま比較的安全な場所（地下やトンネル等）に移動し、避難姿勢をとる（事前指導）

登下校中

授業中断等の基準

•始業前：

•授業中：

学校の対応を記載

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）警報時の対応について
～行動編～

• 屋内にいる場合

– 窓から離れるか、窓のない部屋に移動する

• 屋外にいる場合

– 近くの建物（できればコンクリート造り等頑丈な建物）や地下に避難する

• 近くに建物がない場合

– 物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る

☆ポイント

ミサイル着弾時に爆風や破片等による被害を避けるための避難行

動を取ること

ミサイルが発射された場合

• 屋内にいる場合

– 換気扇を止め、窓を閉め、目張りして室内を密閉する

• 屋外にいる場合

– 口と鼻をハンカチで覆いながら直ちに現場を離れ、密閉性の高い建物又
は風上に避難する

• テレビ、ラジオ、インターネット等で情報を収集する

• 行政からの指示（同報無線等）があれば、指示に従う

☆ポイント

弾頭の種類に応じて被害の様相や対応が異なるため、避難行動を続
けながら情報を収集すること

ミサイルが落下した場合

• 避難行動をやめ、引き続き情報収集に努める

• 落下物らしきものを発見した場合は決して近寄らず、警察・
消防に連絡する

• 防災行政無線等による指示があった場合は指示に従って行
動する

ミサイルが通過した場合

参考：国民保護ポータルサイト

静岡県教育委員会

Ｊアラート警報の意味を理解し、情報収集しながら適切な行動に努めてください

学校の危機管理作成の手引き（文部科学省）より 
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11 生徒の引渡し及び待機                                 

 

◎引渡しのルール 

状 況 基 準 

学校を含む

地域の震度 

震度４以下 

□ 状況に応じて下校（地区ごと集団下校等）。 

□ 交通機関に混乱が生じている場合や、通学路の安全が確認できない場合

は学校で待機させる。 

震度５弱以上 

□ 原則として、安全が確認できるまでは学校で待機させる。 

□ 安全が確認されたら、保護者への引渡し・集団下校等、地震の規模、被

災状況に応じて適切に判断する。 

 

◎引渡しにおける留意事項 

□ 保護者への引渡しが困難になることも踏まえ、祖父母や親戚等も含め、複数の引受人を把握しておく。 

□ 地域ごと集団で下校させるなど、安全確保上の配慮を徹底する。 

□ 生徒の下校後の状況把握に努める（避難先・家族や自宅の被害等）。 

□ 保護者に引渡した後においても、安全に帰宅できることが確認されるまでは、保護者とともに学校に留 

置くなどの対応も必要である。 

□ 引渡しカード（緊急連絡先届）等を活用し、引受人や連絡先を把握しておく 

 

◎引渡し手順 

 

  

 災害対策本部 生徒・保護者対応班 

事
前 

① 引渡し場所（生徒等待機場所）決定 

② 保護者を誘導・引渡し方法説明 

① 防災（引渡し）カード準備 

② 生徒を待機場所へ移動 

引
渡
し 

 ③ 防災（引渡し）カードの照合 

④ 引渡し後の連絡先の確認 

⑤ 引渡し状況の報告 

事
後 

③ 引渡し状況の集約 

④ 引渡しが完了していない生徒の保護 

 

⑥ 引渡しが完了していない生徒の保護 

【学校待機の留意点】 

□ 長時間の待機又は宿泊施設の確保 

□ 食料・寝具の確保 

□ 生徒の身体的・精神的ケア 
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12 学校教育等に関する移動の安全確保のための対策 

 

● 安全管理項目 

・「学校教育等に関する移動の安全確保のための対策」で示された以下の項目を確認する。 

・各学校の状況（学校後援会や保護者会等のバスの所有の有無や、長距離の遠征の頻度等）に応じて、 

参考様式を適宜修正する。 

 

 

（事前確認） 

項目 確認内容 

引率の計画 □ 引率計画（下記項目を含む）について、書面等により管理職の承認を得ている。 

  ◆ 日程、行程           ◆ 使用する自動車（定員数、管理者） 

  ◆ 引率する生徒（人数、氏名）   ◆ 生徒が乗車する車両への同乗者 

   ◆ 引率者、運転者         ◆ 緊急時の対応・体制・連絡先 等 

□ 運転距離、時間帯、運転者の負担等を勘案した、無理のない移動計画である。 

（参考）貸切バス等乗務者の場合 

・ 運転時間（１日９時間以内《２日平均》） 

・ 連続運転時間（４時間以内《概ね２時間以内に努める》） 

・ 運転中断は 10分以上／回、合計 30分以上 等 

 

□ 校外活動等の計画（下記項目を含む）を書面等により保護者に連絡している。 

  ◆ 日程、行程            ◆ 費用負担 

  ◆ 引率者、運転者         ◆ 緊急時の対応方針、体制・連絡先等 

運転者 □ 運転者は有効な運転免許証を保有している。 

□ 運転者に事故歴や交通違反歴等の懸念事項はない。 

（参考：乗合バスやタクシー運転者の場合） 

・ 事故惹起運転者（死者又は負傷者を生じた事故を引き起こし、かつ当該事故前 

   の３年間に交通事故を引き起こしたことがある運転者）は、特別な指導及び 

  適性診断を受診 

（参考：公共ライドシェアの運転者の場合） 

・ ２年以内に運転免許停止処分を受けた者は運転者として選任しない。 

□ （レンタカーの場合）実際に運転する可能性がある全ての者を貸渡契約に運転者 

  として明記している。 

自動車（学校等

所有バスの場

合） 

□ 使用する自動車は定期点検で異常はない。 

□ 使用する自動車は有効な車検証を備え付けている。 

□ 使用する自動車について、適切な保険に加入している。 
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（文科省 国交省作成チェックリスト） 

 

  

（当日確認） 

項目 確認内容 

引率の実施 □ 警報等の発令等、移動を中止すべき状況ではない。 

   ※ 天候や道路交通状況等により、移動の安全が確保されない恐れがある場合は、 

 中止も含めて適切に判断する。 

 □ 道路の混雑や工事、天候等を勘案した、無理のない移動計画となっている。 

   ※ 当日の状況を踏まえて、必要があれば経路等を変更し、管理職に必要な報告 

   を行う。 

□ 緊急時の対応方針・体制・連絡先等について確認した。 

□ 引率する生徒の体調等に異常がない。 

□ シートベルトの着用について、生徒に対し乗車時に指導を行った。 

運転者の状況 □ 疾病、疲労、睡眠不足等、健康状態について安全な運転に支障はない。 

□ 酒気を帯びた状態にない。 

□ 有効な運転免許証又はマイナ免許証を携帯している。 

□ （当日、急遽、運転者が変更となった場合）有効な運転免許の保有や交通違反歴 

  等の懸念事項の有無について確認の上、事前に管理職の承認を得た運転者である。 

自動車の状況 （学校等所有バスの場合） 

□ ブレーキ機能、タイヤ状態の確認（損傷の有無、適切な空気圧、路面状況に応じた 

   タイヤ等）、ランプ類の点灯、エンジンオイルや冷却水の量などに異常はない。 

□ 使用する自動車は有効な車検証を備え付けている。 

（レンタカーの場合） 

□ 貸渡証を携行している。 
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13 クマ出没時における学校の対応 

 近頃、全国の様々な地域において、市街地や集落などの人の生活圏でのクマの被害が発生しており、クマ出

没に対する学校生活や登下校の安全確保や不安解消について、これまであまりクマの出没が見られなかった地

域も含め、対応が求められている。 

 ついては、通学路の点検や変更、クマの出没時の安全対策や連絡体制の確認を行う必要がある。 

 文部科学省事務連絡 https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1417343_00048.htm 

 

 ●参考 

  県くらし・環境部自然保護課ホームページに、「クマ出没マップ」が掲載されていますので、学校近隣にお

けるクマの出没状況の確認に御活用ください。 

    https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/wild/1017680.html  

 

 

 生徒の安否確認と被災状況確認 

・生徒が避難予定の避難所を把握 

・生徒の状況と健康状態の把握 

・安否不明生徒の捜索、救助 

・保護者への引渡し 

 教職員の安否確認と被災状況確認 

・教職員が避難予定の避難所を把握 

・教職員の健康チェック 

 外部機関との調整 

・教育委員会との連絡、調整 

・スクールバスの手配 

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1417343_00048.htm

